
（２）耕作放棄地の予防対策 
景観作物として、そばを約１ha栽培し収穫後地域交流事業等に利用。   
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”耕作放棄地を解消したい。””育てたそばを、地域の人にふるまいたい。” 
そこから始まったそば栽培は、若い世代の農業への関心と可能性を呼び起こし、 

そばを生かした地域づくりや農業経営の組織化など、新たな方向へと進み始めています。 



①生きもの調査、マップ作り 

 

（３）環境保全と環境学習の取組 

地域の生きもの 
（左からホトケドジョウ、タガメ、コオイムシ、トビケラの幼虫） 
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子どもたちに、生まれ育った土地の、自然環境の素晴らしさを覚えていて欲しい。 
そして、一緒に守り続けて欲しいという願いを込めて環境学習に取り組んでいます。 



事 業 名 年度 成  績 

田んぼまわりの生きもの調査 
生きものマップコンテスト出展 

20 奨励賞  

栃木県 
生きものマップコンテスト出展 

21 優秀賞  

田んぼまわりの生きものマップ作品展 23 人気投票 第3位 

栃木県 
生きものマップコンテスト出展 

28 優秀賞 

鹿沼市小中学生理科研究 
展覧会出展 

20 最優秀賞 

21 最優秀賞（科 学 賞） 

22 最優秀賞 

上都賀地区理科研究展覧会出展 
20 優秀賞  

22 優秀賞  
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①組織会報の発行 

 年間５〜６回の発行を行っています。 

（４）地域交流活動 

②交流事業の開催と活動の周知 

・ 活動や子どもたちと実施している生
きもの調査の結果周知を目的に、「板
荷畑そば祭り」を開催しています。 

・ 地域外からの来場者も年々増え、
活動の情報発信に一役買っています。 
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 ○新たな組織づくり 

 

（５）地域営農体制づくりに向けた活動 

イ：草刈隊の設立 

ウ：農産物無人直売所の開設 

ア：獣害対策組織の設立 
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エ：営農組織の設立 

（認定農業者 ７人新規認定） 

オ：新規作物研究会 

 

板荷畑いつくし美会 
（交付金での活動） 

交付金活動を行う中、農業への意欲向
上や将来性を考え、多面的な農業経営
を目指す活動が生まれました。 

活動と連携し、 
組織からの支援有 

活動を支援し、 
独立採算 
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